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現在のところ.イエバェの pyrethroid系殺虫剤に対する拡抗件が間組になっている地域はない.

しかし,allethrinを用いて軸汰実験を行なったところ,allethrinに対して5世代目の幼虫が約6

L.tY･の始さになった.なれ 成虫では拡抗性の発適は認められなかった.

投近,本邦にわいてイエバエの1i機りん殺虫剤舵抗

性がRq超になっている. ことに.malathion.sumi･

thion,diazinonなどに対しては本邦の感受Vl･:系統と

いわれている高槻系に比較してかなり強い拭抗作のつ

いていろことが明かにされている】･2･6).

しかし,右横りん殺虫剤と北に広く班JT)されている

pyrethroid系懲虫剤に対すろ紙抗帖についての評糾

な検討はなく,宍状が全く不n)Jである.

すでに,Keidingl)はデンマークでは pyrethroid

系殺虫剤 (pyrethrins,tetramethrin.biorestrin,

tetramethrin+restrin)に対しても強い抵抗性の発達

していることを稚告しており,本邦においても今艶

大きな閃歴になると考えられるので予僻的な検討を行

ない,知見を得たので稚r]-する.

英攻材料および方法

供試昆虫 :実験に使用したイエバエ Muscadome.

sh'caLinn6,1758は各種の殺虫剤に対して感受牲系統

と考えられる謁槻系.有機りん系殺虫剤に対して抵抗

性を持つ三崎系および羽村系の3系統である.

以上の3系統を実験動物飼fi'用の同型飼帥こ所疋氾

皮の殺虫剤を和即した水を加えて飼Iff培地を調争注し.

これで幼虫糊を飼ffする飼料氾合法で殺虫剤による加

汰を行なった.

本実験では allethrin(エTtTrl原体)をIT]い,脚化

後48時間目の幼虫が85,06以｣二が致死する雅邦汎庇で伽

汰した.最終的に実験にLJilT]できるJ戊出が和られたの

は当初の10%であった.

供試薬剤 :実験に使用した殺虫剤は allethrinおよ

び殺虫力の強い resmethrinの2壬窮規で.いずれも工

･m用原体である.

実験方uミ:幼山川に allethrinで淘汰して和られた

3系統のイエバエをITlい,成虫と幼虫の両州の湖山剤

感受性を調べた.

成虫の火験は迎JIl'EのmJLrT触m旺によりLD叩肌を求

めた.幼山については約齢幼dlをJTlい.24時間投打l班
で LCB0肌を求めた. な払 火映は成dlの糊介.1回
1渋皮に20Wlをmい6汎雌で3l･lt戊'(1火触した.幼山

では1渋皮に30Wlで6肌収について3【rl収ftl火施した.

突放梅果および考摂

イエバエを幼山川に aHcthrinで糾汰した切介の各

系統の幼虫および成虫の allethrinと resmethrinに

対するTIB交代は袈1にnl'lRした如くである.

なお.本邦におけるイエバェの pyrethroid剤に対

する感受性のレベルを概観するため.今までに,われ

われが調査した北海道からインドネシアの椎関内で,

pyrethroidに対して比畔的強いものをまとめると表

2に記城した如くである.

Allethrinで淘汰した成dlの殺虫剤感受Fl三を各系統

別にゴ即RLてみると次の如くである.

三崎系の allethrinに対すろ感受性の水門rTLは5lTllの

湘汰で刺々舵下した印鑑で.拭抗性が光過した和rlmこ

入らない. な払 resmethrinに対するE･感受性は全く

紬汰の彫杓をうけていない.また.羽村系,試料系に

おいても三崎系の場合と酌んど同じ帆'')]であった.

以上の紙姫から.布機 りん系殺虫剤の場合と只な

り3),5F11程度の淘汰では抵抗性はつかないことがわ

かった.しかし,有機 りん剤の如 く繁用した場合に抵

抗椎が発達しないことを意味するものでない.なお,

各系統関における pyrethroidに対する感受作のレベ

ルは羽村系,三崎系.吊槻系の唄に高かった.
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また,幼虫期の薬剤感受仕を系統別に盤理すると次

の如くである.

有機りん系殺虫剤に対して抵抗性を持つ三崎系の

allethrinに対する感受性のレベルは軸汰の回数を茄

ねるごとに低下する仰向が認められた.ことに,5何

日で当初の約6倍の故 さに述した. しかし,resmc･

thrinに対しては殆んど雄矧 まなかった.

羽村系では allethrinに対して3回から5【rilの油汝

でかなり耐仕が発達した.また.resmethrinに対し

てはわずかに感受性のレベルが下った程度であった.

しかし,高槻系では耐性のつく械向は認められなかっ

た.

成虫,幼虫の雨期を用いた実験で高槻系の如く感受

性系統では抵抗性がつきにくく,羽村系や三崎系の如

くJj一機りん系殺虫剤に祇抗性を持つものでは拡抗Vl:.が

つき以い帆向が認められた.

なお,成虫と幼虫では感受性のレベルが舛なり.帆

向も只なることから抵抗性の研究は雨期を用いる必出

があるものといえる.ことに.発生掠対策からみて幼

虫糊の検討は孤IAiといえろ.

火映例がすくなく,断言できないが他の殻虫剤に対

して抵抗性を持つものは pyrethroid系殺虫剤に関し

ても抵抗性が発述し易いといえる.

表2にみられる10系統のイエバェは No.8(Suma･

tra), Lomt)ok の2系統 を除 き, pyrethrinsや

allethrinに対して,いずれも高槻系よりも強い帆L'll

が認められた.なかでも,柄);皇16系 (高知姐寸･Jl邸fJ-
のifLjパモで採鎌)が pyrethrinsに対して放く,?,'S似系

Table1. Developmentofresistancein3colonyofhouseflylarvae

pressuredwithallethrin.

No.of l Misakicolony Hamuracolony Takatsukicolony
Stagetested

pressureIallethrin resmethrin allethrin resmethrin allethrin resmethrin

+Topicalapplicationmethod(LD60,FLg/female)
++Dippingmethod(LC50.ppm)

Table2. LD50ValuesFortwopyrethroidoftheadultfemalehouseflies.
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の約10Tだ-の LD5｡伯を示し,抗抗性系統といえる.

このほかに,4倍から5L汗の故さで耐性の柑THに入

るものに山手-1系,桁rf!-2系などがある.これら

は,いずれも高知県南同市の十771地区で托Lfさされたも

のである.

なお,allethrinに対するたlQ交代であるが.pyre･

thrinsの場合と的んどrlJlじ帆 L'lJb,'認められた. こと

に, 山=7･･-6系は'm槻系の約8倍の LD60M(で蛇抗性

の昭PflEこ入る.

これらの alletbrinや pyrethrinsに強い系統の揺

蛸されT=地矧 ま年間を通じてハエの発生が多く,矧 こ,

冬胴にJVI1;'f発生のみられる所で,家庭用殺虫剤の班用

が卯%'!である.

以上,誠lと袈2の結架から,現在のところ pyre.

throid抵抗性は問題になっていないが将来,T.'rJ跡 こ

なろ叫能柑 ま大きい.Pyrethroid系殺虫剤に対し.

'JJ機りん系殺虫剤のような拡抗Vl三がついた場介.この

代格 Vlの開発は閑雅であろので計耐rJなれ布が必頚で

ある.
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Summary

Laboratory-reared houseflies were used to

establish3coloniesoffliesthatwereeachexposed

toanLClOOfallethrinineverygeneration.

After5generationofMuscadomeshlcaL.Were

pressuredwithallethrinaslarvae5generations,

thedegreeorresistancewasabout6timesfor

thelarvaトpressuretl川es.

EffectiYenessofTokuthionAgainstResistantⅡousefly. AkirumilI▲ŶsIll+I++andRokuro

KA710** (Section oEMedicalZoology,PublicHealth Laboratory.ChH)a Prcfccture事,and
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Tokuthionは有機 りん殺虫剤に近い拡抗性を持つイエバェに対して侍れT=松山力を示した. こと

に,malathionに故い抵抗性を持つ台北系 (273.642FLg)や sumithionに払い抵抗性を1!)つ三崎系

(81.421/Jg)に対して0･304〃gや 0･589FEgと故い殺虫力を示したことは弼昧ぶかい.

ここ数印,イエバエの殺虫剤拭抗作に関する脚 屯州

な調査検討がなされてきた.柿,Li谷川l)は北WjiEi全

域にわたって詳細な検討を行ない.malathionに娼rll;I,I

に強いイエバエのいることを明かにした.さらに,栄

方i'柿下のゴミ処珊場,高知県下のイエバエの異常発生

地 台所.インドネシアおよびニューギニアと調1fを

行ない,和 也で低:I桝と有機 りん殺虫剤に強い航抗性の

発達していることを明かにした21B). また. 安IT)は

穴京都下のゴミW.立地である "野のF:i"のイエバエが

各種の有機りん剤に非'tl'引こ強いことを糾/出している.

このような,有機りん剤に航抗他を持つイエバエの

駅除に効果的な殺虫剤を検討中であったが.ここにき

わめて舛味ぶかい知見を柑たので裡Llqする.

実敦材料および方法

供試昆虫 :実験に用いたイエバエMuscadomestica

Linn6,1758は台的'h台北Tf1-で採災されT=rnalathion

に鼎.榊こ強い抵抗性を持つ台北系,か岬u爪LIn'皿で探災
された各種の有機 りん剤に抵抗性を持つTJ'皿系および

神奈川県三崎市で採災された sumithionに払い抵抗

性を持つ三崎系と木邦の娼受rl･'.系統と考えられる高槻

系の4系統である.

tlt試兆刑 :火験にLLLリ1ル T=糾山剤は malathiorl(純

皮,95.5%).sumithion (純瓜 98.7%)および

Tokuthion(純IB:.92.0%)の3種頬である.

木火映に用いた Tokuthionは防疫用殺虫剤として

は,いまだ検討されたことのない新規化合物である.

この化学名は 0-ethy1-S-n-propyl0-2,4-dichloro･

phenylphosphorodithioate と呼ばれ.急rl三縄口'Jfl

性はラットで LD5｡伯が1,750mg/kg,マウスのLDBl

値が960mg/kgと低絹性のイf機りん隼姐t剤である(刀

本特殊農薬製造株式会社卑生).
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